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ま え が き 
 

昭和 20 年代後半から 40年代中盤までは、車社会の急速な進展に対して、交通安全施

設が不足していたことに加え、車両の安全性を確保するための技術が未発達であったこ

となどから、道路交通事故の死者、負傷者が著しく増加していました。 

このため、交通安全の確保は大きな社会問題となり、交通安全対策の総合的かつ計画

的な推進を図り、もって公共の福祉の増進に寄与することを目的に、昭和 45 年６月に、

「交通安全対策基本法」（昭和 45年法律第 110 号）が制定されました。 

この法に基づき、昭和 46 年度以降、10 次・計 50 年にわたる三重県交通安全計画を

策定し、国、地方公共団体、関係民間団体等が一体となって道路、鉄道分野における交

通安全対策を強力に推進してきたところです。 

その結果、三重県においては、１年間で 331 人もの方々が道路交通事故で死亡し、「交

通戦争」と呼ばれた昭和 45 年時と比べ、令和２年中の交通事故死者数は 73 人と約５分

の１まで減少し、交通事故統計が残る昭和 29 年以降で最少となりました。 

また、昭和 45 年時に 14,809 人であった死傷者数については、令和２年中は 3,805 人

となり１万人以上減少するとともに、「第 10 次三重県交通安全計画」の目標数値を達成

することができました。 

これは、国、地方公共団体、関係民間団体、県民が一体となった長年にわたる努力の

成果であると考えられます。 

しかしながら、依然として私たちは交通事故の危険性と常に隣り合わせにあります。

交通事故は、被害者となっても加害者となっても、また双方の家族にとっても大きな悲

しみと損害をもたらす出来事となります。 

また、鉄道分野においても、大量・高速輸送システムの進展の中で、事故が発生した

場合には甚大な被害となるおそれが常在しています。 

交通事故の根絶は、全県民共通の切なる願いであり、そのためには、国、県、市町、

県民、事業者等が一体となり交通安全対策に全力で取り組むことを決意し、誰もが暮ら

しやすい安全で安心な社会の実現をめざすことが重要です。 

三重県では、こうした趣旨に基づき、令和３年３月に「三重県交通安全条例(令和２

年三重県条例第３号）」を制定したところです。 

また、この「第 11 次三重県交通安全計画」は、このような観点から、令和３年度か

ら７年度までの５年間に講ずべき交通安全に関する施策を具体的に定めるものであり、

関係機関は、これを強力に推進するものとします。  
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